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 関門海峡を、:、tl:くに当り、名所、 Il］跡の紹介にとどまらず、スケッチを行った場所、又描け

そうな場所も、碧き人れた。図一1二や、絵画製作の面からも考えたい。ボエジや、ポエムは心の糧

とし、芸術的な教糞を高めたい。スケッチや、制作により、技術に於て、職人的な立場も、高

揚したい、/

晩秋

 引き潮の、流れが、 ・番激しいjl'i:である。人きい渦を巻いて流れる潮、白波が鋸の歯の様に、

L㍗. ては消える、、流れに逆らって進む、小型の1由送船は、土ll］板を、波が洗っている。. 船は8

ノットの流れを受けて、グングン進んで行く。今のH. //代だなと思う、すこし前まで. は、この流

IIを帰？りllJ川ない船は、和布測のはなで. 、潮の変りを1㌍ていた壇之浦砲台跡の碑を後に、

私は海岸側の斜llliに坐・っているここは早期の瀬戸である1. ±ビンとこないだろうが、源平合戦

の桧舞台である。源氏は干潮をこらえて、東より西へ流れる、満潮に乗った。満ち潮に、ウン

がついた。向う1)il側は、和イlf刈のはなで、赤い小型の燈台があり、後は古城1」1である。前は

潮の流れと、いききの船である。6号Fの画llliに、無暗に押. し込むと、信玄袋から、ぼろが、

はみ出した様になるQ

 じ・・. )と見ていると、冷気が、身にせまってくる。中央の、ひしめき立って流れるところがら、

描きはじめる、、向うの山を描く、船を人れる、lll⊥げに取りかかる。

 ほっとして、左側を押れば、「平家の一・杯水」が見える。これだけ流れたら、平家の一一杯水

も飲めるだろう。

 家に帰って絵を児ると、渦巻とn波が、日立ちすぎ惹、デフォルメが過ぎた。雄大さ、質感、

整理すべきタッチ等多くのものを、抱いている

 再度出かけたが、T一潮とずれが出てくる。

初 冬

 御裳川公園は、人道人「1の横である。御裳川は小さな川で、それに朱塗の‘～んかんのある橋

がかかっている. 。. L佐の弓矢ilの、播贋屋橋と、好・対だろう、、交通liヒの多い所、朱塗のらんか

ん、小さい專、速度のあるll‘は、兄落すだろう、・］
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 安徳帝の………波の底にも都ありとは、を忠う今、北ノし州市と、卜関市を結ぶ、海底rl動

車専用道路と、海底人道がある。地」1には、関門橋がある、. 何れも、科学の粋を集めて、一華

あがったものである

 関門橋の車の速度を、無制限とすれば、地球の自転速度より、申の速度が大になり、地球外

に投げ出されるにちがいない。こんな話は、シュールにまかせよう。

 碑袖川公園より兄て、南i｝画面が、和布刈神社である、、その西へlll門irj、更に西へ発展した門

司、その後がなまこ状の山で西の極まる戸1『が、風師山であるt

 ここは7〔｝Omのせまい海峡だから、下関側の要所に、浮標燈台がある。にし明りの黄昧がか

った、雰囲気で、海1峡がつつまれている。

 4号Fに描く。絵具はうすめに、黄から、哉土に、門司(1:川. 凶はiltiE1tlく、調チをつける［t浮

. 標燈台は、細部まで説明した。

 さて、関門橋は絵になるか。

 はじめ頃は、見物人も多く、スケッチをする人も多かった、. 

 人にまけない様に、ワトソン紙を、4号F大にU」って、鉛筆と消ゴムを持って、描きにii'

た。小さな紙に描くσ)で、細工的な、説明で、時間を取った。力学1内な要素憂考えて描けば. 

そのものの良さも出て来る。うるさく思ったが、面白く描くことが川来た、、と話したら、新聞

にさっそく出された。油絵も描きに行ったe緑のll芋より、草が蜘1イミになった方が、海のili:と対

⊥しして1(lj白し㌔

冬 1

 農民一・揆の様な、いでたちをした、総勢30盛名は、手に手に提灯を持ち、竹篭を背負・cてい

る。竹篭の中は、小豆の握り飯二つ、めざし二つ、を竹の皮に包んだものである。残りは儀か

で、寒施行も、終りに近い。静まりかえった、tJt崎の道を、小門の笠森稲荷へと歩いている。

 家と家との、とぎれた所から、見えるのは、小瀬戸の満ち潮である流れる、滑かに流れる

重なり合い、広がり、渦巻き、吸い込まれて、辞も無く湧き出て来るt三ll月が澄んだ空にか

かって、彦勧は黒々と息づいている。赤四型のお旅所llll. 近に来ると、視界が三目て、小瀬戸は

一. ・ 撃撃ﾉ兄渡せる。波の面は、一層輝きを増している。対岸は身投げ地蔵あたり恐怖感と. 寒

さi 一・度にせまって. 来た。チ供の頃の思川であるitt

冬 2

八卦刈より、下僕」を抽iく。

唐戸でバスに乗る。赤間神宮前、壇之iili、次は人道入1」である門i. ij側に通じる、海底人道

トンネルの場所である。
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 普は1〔｝円払って運転手づきで、立坑を4Um位降りる。すると海底部の、700余mが待・)てい

る今でも従恥の深さに、変りは奪いtS無賃でrl分で. ボタンを押して、降りるのが変・)た。

 1月の寒い時でも、トンネル内にはいれば、寒さは、まあ一よろしい。

 海岸に、和布刈艸社の小さな建物がある。冬のスケッチは先ず風ふさぎである。眼下は流れ

が早く. 小渦があって、透明なうす緑で. ある。すぐ上の関門橋のかけが、水面に紫色にうつり

攻'Ll壕がある、、

 向うは壇之浦、赤間宮の水天門は兄えない。隣の春帆櫻の黄色い瓦は華やかである岬、彦

';、1とliLi t則につ・ゴいて兄える。

 6号Fを痔一て来た。下関より兇る門rfBよ、後の山が高い。門司より、下関を兄ると、山が

tt｛く、lIlの1iまで家かあり！Ll ;［iが違う、、

 楓は、llr祥. 牟にいる時西荻の、栗原信号を訪閲した⑪其の時スケッチについての話が出た/. t

箱恨の気象台4)所、llり、東に向って双∫・t11が耀i掌る、 ILLiに向って. 一枚描｛うる。それ川来、一一・ケ

所で救描ける処を、探している。海底人道トンネルは、幾度も通る、、門司側を離れて下関

へ近くなる:tm数も読め、 lllrl県と福1醐県〔/)県境も見えて楽しい。

冬 3

人:嘱にを・たので、忌ノ宮にスケッチに行・〕た、

卜4(短大附属高佼び)2年生が通りかかった、、

先生、この寒いの1;ii1しに来たのt、

絵を描きに来た1、寒をあじわいに米たQ

(Siあ一、とんき」、うな声を出して、仔ってしまった、

長府の浜に早ると、ぼたん雪になった。5人ばかりび)三間の一人が、近づいて来た。

わしら山の中から、魚を釣りに、来たんじゃが、どこがよく釣れるか、教えてくれんか。

私は釣りに、来たんではない

この寒いのに、何しに来たんか。

絵を描きに来たんじ)〈'、、

男は、だまt')て、帰って行った。

ぼたん雪が降っている、. t

あたりはうすぐらい、

赤1峰の花畑岩が、雪をかぶ・♪ている/t

門llのlllは、 う一)すら兄える/. t

男達は. たき火を、匪1んで. いる
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・. ・ lの男は、むれに帰って行く。、

何かのモチー一一フに、なるだろう。

晩 冬

 長府の、しき紙を描いてくれと頼まれた

 年中行事も考えねばなるまいが、先ず出かけることである。満殊、一卜珠の見える三軒家に出

かけた。今1」は、釣人のかげもない。花1～W｝のllDばなを出た所で:. 、 T高校のA先生に川会

った

 縄ばりに、や・. って来たな. n

 毎度のことで。

 スケッチのじゃまに、ならない様に別れた. 。

早春 1

 たびがしたいな、と思う時唐戸まで歩いて出るd';唐戸の渡しで、滞船を見ながら、門iilへ行

く。門司では、目抜き通りを、11S: M1をかけて歩ぐtチンチン. 霜車に乗ると、海峡を北側に兄な

がら小倉に着く。繁華衛を、道行く人々の足並みに合わせて、そろ、ぞろぞろ、と舞ぐ小倉よ

り1'幽譲る・熔llメ訓U 1払えるt'11111・iJ・」1り、1鳳1・ン:i. ・・L・である一・鶴臆くiよ1巷、・・

スで我が家へ帰る。ねたも拾える、旅の気持を満1喫できる。

早春 2

 長府に梅の名所を知らないか。

 あるよ、笑山jfさ。

 行ってみると、幹に大伎を、わザか残して全部切っている、ミUのビーナスは、体のllll線に

対し、腕のUJ断で、色気が川るという。然し、梅の木は無残である、改めて梅花笑む頃、恐れ

なが5 ii . た・幹力'らのシュー1・、花のつく技靴tじめて意・li｝tしてみた。聯1 〕醐｛と1嚇に、

絵画的観察も出来た。梅花見物の客のなかったためで、‘ず難き幸せと言いたいv

 梅林の横を流れる、淫具川は2km1余りで海1峡に1・i嗣いでい6') . . 

春

 門司港へ、たくさん汽船がとまっているので、門司へ渡る汽船の璽なり合いt＋向きが刻1;

変化して面白い1私iiこれを残像の11隻なりと1. 1・tている

 国立公園をバスで走る。ほんとにすてきである. 

 もう. …つおきかえて、電車バスのトから、たねになりそうだ、lrl汀1い、と思. )所ノ. 、、わざわ
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ざ行ってみると、平凡であく5 つまり、残像の消えない噂、次の風景を見る。重なりがより美

しく4感じさいぜる. 、

晩春 1

 長府の忌ノ宮神社の話である. t夏になったら祭か。今年の祭りはたらしいのうと思うた。又

相談もした、Ill'｛不l122年頃Cl)話て'あるQ戦争中はりきっている時は、物はなくても、祭りはつづ

けた1、今は精神ll勺にがっくりきている、、物も不十分である。ところが初夏にかかった頃から、

夢にワソシ・r、ワッショの掛声と半ばやしが聞えてくるtt気にはをるがそ・. ・としておくと、ワ

ッシ1'i 、ヲッショは1. 1降しに大きくな翫相談した相手に、ワッショの話をすると、bしもそ

うじや、世禄の催fl己だろう. じ㌧:・今年は頃気上くやろうと、相談したliより、ワッシ11は聞え

無くな・. . 'た。忌ノ宮の鬼イiも変・♪たことはない、沖に浮ぶ満珠もP珠も、変ったことはない。

海の水も善通に、満潮と千潮を、繰り返している。天変地異なく、今年の野方庭祭もつつがな

く終・. )た、、霊験あらたかな利1である。

 メデタシ. 、 メテLダシ。

晩春 2

 ll、lil展をや才1と、「・「/噛められたt、関門海峡は、思川に残るモチーーフだから、買い手がつくよ。

 家よi・lll棚lllまで15分であるT'1♂D｝Fを2枚:持・一｝て行く1枚は明るいうちに、描きヒげた、、

楓の描き. 方1:t. tit・いノ∫であるウ2枚目は薄;9蓄になる、、だんだん細部が除かれて、大きい、マッス

tな一. ド(. くる、夕方:1. 、卜存の赤昧もllllてllξ情あふれるもび)とな・・たtt

 6月になると、保育科1年の『｝i契1iに、新緑を描かせる。それに人物を人れることにしている

 そのモチーフをゴ. ソゴソ探す学生には、」r賢く決断を、くだせという。ポエジを養うために、

li｝、亙歌、俳句、や詩を読めと進めるu

私自身は絵の中に、情緒的なものを、もり込まうとは思っていない、

 素人向きの、甘さや、味つぼさはない

初夏 1

 門司のヒール■場'ぐ、ピー・一一ル祭りをやるので、行かないかと誘いがかかった、、工場の見学、

ビール【イ∫サーじスする、くじ引きもある、私はよろこんで、行くことにした。

 一L四三は'111'Eの説明をしながら、ち己学さ・ばるさて、ビールのサービス場所は、海のすぐそ

ばであるtt一出船T'艘、入船丁・艘である、杉、色、速度、船首の白波の種々を、目の前に見た。

ただうっとりとながめた、、ビールの昧は、卜等だったQ
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初夏 2

 回る朝のこと、H和ll」公園より、もやのilrに門lilのlllを兄た

 うす灰味のウルトラマリンである

 大陸から来たお客さんは、河と思った関lij iiilli映ほ、乳rl色で'あるe

 空はうっすらと黄. Ll調に光っている。

 ド関側は、百貨店の・一・部を人れると豪華な構図になる。

 8〔〕号のPにしようt. 経済的に、この巻を買うことにしていた∩幾枚ものPを描けば、わのす'

とPの構図が兄えるものである。又Pの構図しか兄当らない狭さも感じる、、

 この絵は今残ってないa蕊エジーだけで、trいた方が良か・)たか～:思う。しみな群瀞と乳目

色、それに透過光線の硫土調の空、期待ほどで迭、なかった淡い拡がりはあるが、'ズクセント

がない。10号位なら画面がもてただろうp

 後年、田植休みを刊川して、出雲地方へ旅仔したtiHの御崎で、うみねこの乱舞を兄たt■8｛〕

号Pの画面にこれを人れたらと思った。又海しのもやを通して滞船とzヒる船を人れて、一ト関と

門司との、空間的な連けいを考えた。

 柳亮氏の主宰する黎明会で、桂離宮のノ｛の橋立の話を聞いた2m位の処に餅大の平たいイi

を並べる。すると目は、その石…つ一つを追って行く、やかて小さな燈篭へ行き符くつまり

短い距離を長く感じさせる。

 ド関側の百貨店を起点として、海に二隻の船を配置'ξ'る、門if」のかざしlllの突ll鴇1;へっなが

りを持たせる。関門海1映を書くについて、思い出されたことであるn

初夏 3

 夕方の干潮時、唐戸魚市場の岸蟹である。前面は、防波堤で内側は肖効・な水llliである［t防波

堤を越して見える海は、流動している。そのすぐ先が、関門海1峡の. ・等航路である。門司港駅

の後は、三角形の山で、左右にlllがつらなっている、

 8｝手F1枚は汽船を人れて七分程描いたe ti;しげは後「1にする。時によ・ては. . Lli1【. 1描き11

げることがある

 8. 号Fの2枚1-1は、だんだんと蒋れかか・. 一)てくるグレー叶のllfl'1い感じになるので、白を

大筆でた・. )ふり塗り込むf、その瞬間感じが変わる＋又白を人れる。しばらく追いかけっこをし

た. 手もとがしだいに1軒くなったので中. tl二した明るい時には形があり、色があったが. 漸次

育臼く変化して来た完成したかに兄え、未完成の様でもある

夏 1
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 火のlllで2泊3日の、ボーーイ、スカウトの訓練を行った、、

 火の山の項上より、市内を兄トうすと、うす暗い中に電燈がついている。太陽は中天にかか

'フて、輝いているのに。

 第2LMも、第一夜とllil様、 Il灰に太陽は輝いているのに、下界は漸次、暗につつまれた。

海1映もようやく、夜の色に変っていった、

夏 2

 亀山林間学校。

 8｝. ll「1より8∫・口0「1まて㌔

 611｛ti 30分ラジオ体操0

 711芋一8｝1芋u

 日替りで. 次の1. f事を行う。

  図画及び習字七夕の話。交通教室、. 

  お、活し. t手1'1占u

 lll'｛和581卜度は創、B211｛目である昨年は、満3〔｝1ト闘奉仕した者が、 lll「1県神社連合より表彰

された、、;1午画けやめる前に表‘彫される、私も老lrになったので. ＋若い者と交替しようと高官

た一ここでは続けてやt. ♪て貰うためにノ乏彰する、だからすぐやめる者があるかと云われて今U

も喜んで参加している。6時に家を出て、歩いて30分亀lll神社に着く。久しぶりに体操すると、

ふしぶしがポキポキいう、終り頃にはなれてきた。やつぱ. り参加することが、いいことだなと

思う. 、. 

 はじめ頃は、高佼より園児まで多か・・た。近年は、小学生と園児が多い。

 おばあさんに、付き添われた男の子に、面自いかい、と問えば、図山j描くの、なんぎで、な

んぎでいけん。一ヒ手に描いているよ。う一ん、ぞうかな。

 教育:'・＝・と来た少女

 昔風にクレバスを、コッテリ塗り込んだ絵を持って来た。

 ここの色が重いので、けず・〕てのけてと、説明した。又侍って来たが、直してない。先生が

描いても良いかと糊うとうんと答えた。色をとって、バット直した。少女はそのまま向うへ

tL5 ・)て行りた、後で聞くと、先生が直したと大泣きしていたという/. ＋

 この型の予は案外といる. 直すと消ゴ. ムですぐ1肖してしまう。わがままか、排他的だと思う。

でれとも1'. 1分が描いたところと、先生が描いたところは、感度や、技術の違いか、本能的にわ

かって消すのかな。

 近頃のチ供は動物辞典の様に、細やかに描いている。クレヨンで色がつくかいといっても、

. )んとか、知らん顔をしているi、
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 図画は感性を鈍一)ものであるv疲れたら休んで、紳経の休養をして1苗日iJ:'良い疲. llた;1:よ. 

休みもしないで、頑張れとむち打つことは、精神異常を育「ぐトげることである、、又図1山1が嬢に

なる、・・っの要素にもな‘かねなし・o疲れも知らず'し二、長:Hi・1itlt1｛ii. トること｛まiE常で1」しなt・

 どこを描こうかなと迷っている子llU;t、1. 】の前の船と海か、家か. トに兄える魚llf場か写

生をしているゴ・供か、とし1まっていく。

 又の方法として、色のたくさんあるところを示す、家のかたよりを兄ると灰1壕の赤、白灰峠

の黄」:、新しいタリー・ム色、こい緑の屋藩臣を話一li'と、なる程描けると. うなずく1'・供ちいる. 

そして決定線へと樟く。

 どう描くか. と聞かれたら、くちで説明する、わからなければ、スケッチブッ. ノに描いてみ

せる、. 『

 色の話にな・. たら、塗りてみせる:水の香コ1. ぜノ∫、屯ね方、そ｛ノ)あたりで描いてゆ・:

 桜マットの様な、絵具の使い方のわからない、つまり基礎X・il識の乏しい親は、そばで助済■

ないプノがよい。

 草な生がxtVJ. 利倒測'寿1夢1れ∴けって、著. 旨恥しない方;が良いと、記il. 意されたという. お1揃1∫1. lll三li燈k1111哉

がtl⊥1来てないので、指導するなの意叫こにとれば、 iよ'ザかしい1活である. 

 少々知っているのでギャア、ギャア言ってまわる、指導教論はうるさいので、だキ・って描

かせよの意:味であ・. 」たかも矢llれない。

 指導するなは、lll. 本の反語として指導せよとも取れる、 lil∫を教えて、何ll. ￥だま・. て描かせる

か。そこで㌧一・看捜∫1勺な｛幽草1黍系を1礁湿す・る4と・要がある. それを甜1. みかえてど(わ様に｛旨導‘零'るか

は、個人差による。

 ごく簡単にいえば、アイデアの指導、技術の指導、を何れを先にし、何れを後にするか、 1'・

ゴ共の1犬態によ1')ノ〉カf良いか、 もうすこし完力強恥いか、 ヂ∫」！;と先生の1こlll襲1陛lf系で『ある、

 ほ:くit、1可年1主かい

 絵の中の、おもしろいところは、どこかな1三になるものは何かな」

 色の塗り品等;たザねてゆくと、兄当もついて来る考えソノ技術所の指導もできるlt ・気に. 

こう描いた. 方がよいと言っても、平気な顔をしている1. 、何時もやっていることが、. ・酢良いこ

とだと思っている、. . 

 気ながに話していると. 子供も、こちらを理解してくれるt。つまりこららが、先生づらをし

て子供を兄ていると、子供は二」二二なみ1こ先生を観涙している悪人では無いようである、信頼

出来そうだが、人相の良くない臼. 髪の先生だな、

 今年指尊に当ったのは3人である。少数のゴ・供は、つかず. ほなれ'ドという対人関係を保'T

ている。今年はあの先生に兄てもらもうと、きめている子供もいる、私のすぐ傍にいる. f・供か、

向うの先生に持りて仔く。わざわざ探して、秘の所へ持・. ドて'来る1イlliもいる、こんtA:のが、う
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まが合うというんだろう、t

 5年のり↓千で、石燈篭を細かく描いていた、、人物を人れないか、うん、記憶では描けない。

モデルの. f・供を、坐らしたら描いた、;視三型で. あろう。告彩になると全くわるい。にご・って、

こ1ドついている、、

 これを評して. 次の様にいいたい。

 ノく恨1よよく煮:えた:tll・IL一. )けが悪いび)'(～. チ・ノトもうまくない、

 保育科の学生1こ［t、時闘の配分を考えよという. :

 芸術作品を作i｝ Cノ)に、制限するのがおかしい。遠州の様に、金を惜しむな、催促するなの方

が良いという指導者もあるだろう、そこら当りは、指導精神にまかせるとしよう。

 61r生の女、丈が高くやせ型、沸通、特別変った感じはしない。

 前面には、合板・枚分に、全面絵馬がさがっているtTt絵馬をクしヨンでゴシゴシと描いてい

る. 先に地を塗れiよ良いと云えば、4く彩絵具を持参していた、. /はじき絵を心得ていた. 

 向うでは、父親と小学1年生1凱の男の子と、何かもめている。)近寄ってみると。

. f供

父親

先生

子供

丈親

今IIは帰る. t

もうすこしoil寺間があるt/ fl:一liげよう. 

一聾一位:、描けている、｝

あす仕しげるか、. tt

うん. t. 

で1よ、)ヒ生ど約束の握・1三をして. …… あす描きしけゾるな. 

 ～(親は、iiiiか、しょうこを残すことがk ！liだと思っている。子供は度々、約束を守らないん

だろ')、1

夏 3

 本学も、夏の休みになって、渠中講義を行い、最後の日に、夏の夜を、楽しむ催しがある旨

すこしt11・いな. と思われる頃、唐戸桟橋より、納涼船に乗り込む。火の山、を兄⊥げて、早靹

の瀬戸をよぎS')、満珠、. 「珠島に近よilば、潮みちる珠と、潮ひる珠の話を学生に話す。

 この当りで、舳先をまわすと、冬場はかれいの釣場であると説明する。再び'i⊥靹の瀬戸を通

り、左手に和布刈. 神社をi'4'る［TI臼iの初め、夜中のわかめ刈の話をする。1'Aj門海峡二等航路

あたりを通る頃には、一. ド関も、門司も1. 1のかげりた感じになるt. 船島(巌流島)を右に兄、延

命. II｝のは1なを左に1Llて、臼州の燈台を右にJJJ. る頃には、掌生遼の顔に. うす闇がかかる、ここ

で昔の小学校の本に出ていた話をするこのII付近は船の往来の激しい処で、しかも沖に浅瀬が

あり、難破船も影かった、. tそれ'(・ 1'1州の燈台を作ることになった。工弔が進行すると、これを、

こわしに肇る悪い四達がいた。長い年月をかけて完成した。
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 船内の提灯に火がはいったttモールは提灯を結び、納涼気分があふ輩1て来る。. 怠びが一. ・杯の

顔、顔、納涼の時間帯に1‡いった。若戸大橋より、洞海湾にはいった所が、西の折り返し点で

ある。水にうつる燈火は、大きな波のうねりに肇り. ＋風の吹くさまにf一 eに砕け、絶え間ない

変化を繰り返すnあたりは、すべて、やみの中である浮き一ヒる赤、黄、燈と緑などが人りま

じり、南国情緒として受けとめられる1. /倉庫の並ぶ地帯で、湧き出る海水に、吉い光か当れば、

大冷泉を発見したかの様に、かノし声を11げる。

 折り重なって交錯する車の光りに、高らかな歌声が流れる。沈黙の学生は、故郷の港の燈火

として回想しているのか1先生と語る学生達の華やいだ笑声は、夜のやみに、こだまする、

 ね一南部よ、ほら唐戸よと、いう聞もなく一■桟橋に降り立った。出発の時が、しらけた昼間

だったが、今は夜の闇と、これを美化する、吉、機の燈火に、うっとりとした空気に包まれて

いる。あ一、私まだ船に乗ってるみたい。これが最後の納涼向llだった∩

 ナターシャの最後のソーンを思い出すc1

 お芝居は終った。みんなお帰り。

夏 4

 和布刈燈台の、iR‘ lhより、火の山を描く。これは冨'1二山型の'1・柄のII. 1である。1」1ヒには1噴大

Uはないが、北側のlll麓の藤ケ谷では火1. ll弾と. llll.  Liを拾った話があるt折にふれ姉も1！ll石らし. 

きものを拾って、私に兄せてくれた。何んでも. とびつきたい1ト頃には、趣1壕のいい先生に、

受け待ってもらうといい。

 蝉のなく、ねむたくなる様なII寺に、山頂より、もくもくと思い煙があがる、しばらくすると、

障子がビリビリと動く、重い発射欝が聞えた。借馬の我が'家から火のlllは、1-1の前にあるt/. t戦

争になったら、どうしょうと子供心に話し合った。大の山も2【｝年余り兄ていると、111予天の時は

小さくはっきり兄える。雨天の時は、大きくぼ一と見えることを発兄したT

 その昔は、スケッチをしてはいけない山であ・)た。描いたり、写真にとると国賊の様に考え

られた。宗教的な聖なるlllでなく、法的にせいなるlllである。

 それを門司側より、堂々と描くのだから、気おいたた'1'にはおられない。山の'卜分以. Eには、

宙い木がもくもくと茂っている。6丹Fだから、大筆でやれば、 ・塗りであるが、茂る」〈樹を、

描こうとすれば説illl的｛;なり、268mの小1」1だが、 lll感がfこ足する、】【)ンナ位、持・♪て斗三ればと思

うが、個展の小品が11省きたいのであるn

夏 5

 8月の終り頃に、創元会Ll l口県支部展をllljくことにしている。火の［11を、北flPlより、100. )一 ;一

Fに描くことにしたT't計画的な準ll翫ではない。描くうちにm〔痔♪に癒・てしまった。
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 権現山の南端を、内1. ll水C・1)鉄'iミ:が通りている、ここより8号Fに火のlllと、菜の花を描

いた、、liilじ場所から次の年も、 ll房Fで、菜の花と火のlllを描いた、両者は山のボリュー

ムが川る様に、度々補筆した一lil景の椋野は、火のlliの北部に当り、中国縦貰白動車道のイ

ンシ・・一、チ1'. :'ジにな一)ている. 国道2・｝｝線を劃llllにすると、九州方面へ、橋と海底トンネ

ル、北浦へ196ン｝糸｝｝1、市内の各方面へ分かれる高低相交り合いながら、背面の火のlllと相対

しているt. 

 六の山を、北側3＝り児ると、自ずと逆光線の位置になる1'、菜の花の頃には、ウルトラマリン

がかっているt:t

 叫kl側の前旧より、菜の花の頃描いた。この時もウルトラじみていた。

 中llの・ヤヤンバスを準lllけ'る。ブタ毛の大筆にlllhを少なめに、絵具をた一. )ぶりつけて、たた

きつける様に描い鵡、早くflr. ヒげる予定で、次の1-1もつづいて描いていった。

 仲間の間て㍉よ評判1よよかった

晩夏

 門司の住八である高校教II睡は、裏門司に行くと、 f-i UJ場の跡が長く糾こいている、、人もいない、

鳥もいないすすきが、kって、. 荒涼たる感じがす叡J言葉につられて行ってみた/

 門司一rl野江一ti:illとバス停がある。なるiJfど、廃嘘になった石切場は1目しい、＝動くもの、

私波、雲だけ特にさびついた機材は動きと、うらはらに一一層シーンとする、進むと、大き

い占板が川ている、この附近は悔花石を産する、それだけ読んで、そこらを探したがない。こ

の輿に坑があ・て、興庭1から掘り川している. 、梅花石を含んだ部分は、捨ててない。

 岬を曲・. ♪てilll崎(へさき｝の燈台へ登・・た、'j・犬が、じゃれついて描けない、困っていたら、

事務所員が部屋1二人れてくれた、

 捨て犬でしてね、、ンン7ン鳴くので残飯をや・・たt. 1そして住みついているい人が来るとよろ

こぶんで'1㌔. 

 白い燈台と海、はるかに小野lllrlfのllil｛1が兄える、8号Fに描く。Aい燈台は、キャンバスの

地を残す。海は厚口に二1バレトをつけたりrlが出ないで、海がとび出してくるtあわててナイ

フでけずり取るQでもri｛よ出ない. 、華でねりまわすうちに、コバルトが落ちて、白が出てきたし、

今まで経験しなかったことである、アクニッタを発兇した絵は、取っておくことにしている。

初秋

彦島のt. C村小学校に勤めていた時である、t台風が来るので、児曜は正午三帰竃させた、

 風浪を％！にけこうと竹のゴ・島にh㍉た、. べたなぎ、であった1帰りけ大雨で、しんまで濡

れた、風浪の激しいのは、小学校の前であ一」たf、ド関一門司間はもちろん、一. ド関一彦島の2km
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間も欠航となったはじめてのことであるlt. . ・拍した、

  秋

 幽霊祭のある、寺の1. hへ登る、t

 H没1時間前より、

 12号F. 

 積雲か. 門司の1. llの一liにある、

 天気はよろしい、

 スケッチがあるので12号Fの寸法に引きのばして、下絵を描いた。

 普通黄の場で、初めから描くのであるが、時間の都合遭あるので、描きはじめより楽であ翫

油を使って、一・応全面に符彩する。小卸1工はしないで、11i｛i ・Jtで覧る. 

 5日位たつと天気もjiいし、川かける. 、今目は、 f l:一しげるつ半りである、、特に海のllf二昧雨勝

に注意したい秋の日没前の海である。赤、赤とした夕焼でないことを祈る、/t

 U君は、この絵は売らんことですな、と常にいっている。

 再びめぐり来る1晩秋

 やせおね、の表紙に関門橋を描いた。Nイ. 1は人道にいる人物を指して、これがあるか」:)橋が

雄大になると、さかんに言っていた。

 再びめぐり来る初. 冬

 風邪ぎみであるが、旧駅裏の船溜りの桟橋に川かけた何回業行って、芙「1っている所である、

然し折々の微妙な動きは、計り知れない. t今日は海峡の西1:1の方が船があり磐があり面rlか

った、、

 再びめぐり来る冬

 北九州市の束より、凹司の風師山、小倉の帆柱山、八幡の」111倉1」. 1と、」L側の斜面に、残雪が

ある。早く描かないと、解けてしまう、早く早くと、自身をせきたてるが、仲々乗・一・て来ない＋

私は毎日の、習いとしていることは、朝、登校する時は、1i;のt-1 a)授業、のことを考える。

 帰りは、今日帰って描く絵の、手順を考える、伊豆大島のS、Mを5枚順に描こうとt. 

 . 再びめぐり来る晩. 冬

 唐戸グランドホテルの7階で、ならび会の会合をlf・. た。まドを、バ. イロットが浪しぶきを

上げて走っている。曇天の空の下、引き潮は重たい。而白いが、絵にならない。

                  一46一



 再びめぐり来るllL春

 うららかな日、ド関駅前の大歳神社にll・って海峡をながめる。120段はあるたろう石段を一L:

るつらさより楽しみの方が大きい、ll没前で、 litl司側の海の色が鮮やかである。近来高層建

築物が、、11ち並んで、海がだんだん、せばめられてゆく. 、

 再びめぐり来る春

 岬」tl 1'の三三｝〕の、 Aいマス1・の群はようやく、かげろうに燃えようとしている、tt

 白いマストの重なり燃い色、青い色の船体に、赤塗の船もまじっている。

 前から描いてみょうがなと、思うだけで、. ∫・をつけてない。

 1-1∫ぴめぐり米る晩春

 竹の子島と、彦島間を結ふ511m位の橋の土より、足. トの海を兇る。

晋2銭の・舟貨だったtt｛より、鮮さは落ちた、、然しまだまだきれいである、

 llFびめぐり来る初夏

 引き潮で. 壇ノ浦燈台のわきli、3UOO tはあるだろ')大きい船が座礁している満｛朝まてば、

r:fべさ. j

 再びめぐ1. 〕. 来る一夏

 T司法｝IF・士は、羽織袴で、奥小路まで来た、、

 )iEl人 どこノ. ＼e

 T  盆礼に仔くn

 知人 持ち物をじろりと兄て

    壇ノ浦だろう. 、

 兄破られたTは、羽織袴をたたんで、釣に行ったt、漫画だ. t

 再びめぐり来る1晩夏

 関11風物詩と、思われるものは、1「関駅一門司港駅llllを結ぶ500 t位の、二階づくりの白い

連絡船だろう。

 【5分かかる、船室は広いし、IV//2しやかであった、、

 事件力:発生し. たt. 

 1人の二十に、モダンガールが話しかけた、紳士は煙草をすすめられて、これを1吸うてねむ

・Jてしま・1た. 

 糾1. ヒの、友金を掩・. 一)てドロンしたらしい、、足跡;も、イエライシャンの香りもなかったn

                   ・17 一一



 再・びめぐり来る初秋

 釣りの好きな兄のお伴で唐戸の岸壁へ釣りに行・♪た小鯛を一1'ロ釣りしげると、ゴ・供等が、

わあ一、といって寄って来た。どこから来たかと開けば、あそこの蔭で見ていたこのさわぎ

は、地方新府の記事にもならなかった。

 再びめぐり来る秋

 九州の呼子の方より出た船が、角島あたりまで行った。そこで、あわてた。関門海峡はど二

だっけ。それは大阪方面に行く船だった。私は韓国へ船でlfつた. 海1峡をlll、て、しばらくた'. ・

て、ふり返って児たが、見当かつきかねた。

  後 が き

 私は5才の時、岩国より下関へ移り住んだ。冬はシベリヤ下ろし、夏は瀬戸内の躍〔風を吸り

て押した・:1徽の. 販る71・1崎山と原lllで・カ・料∵・ばな鹸べた. 芋樹。て、し滅

とばし、おどりこ草の葉をならした1今書えれば、海1峡は兄えるが、心にとめることはなか・・

た、

 長府の黒門に山県のおばあさんかいる。そこへ兄弟で、梅の実を貰いに行くのが、うれしか

った。壇之浦あたりから海にそって歩く。溺‘れを兄、汽船を兄、釣舟を兄、釣人在呪た、対

岸のLll/iiliは人きいA'Jliが7つかあるだけでi・1も勧つた剛・と't、あ媒しかたt. tで、・、〔1、

前川の発電所の工Efl fJ :'進められていた。

 長府に豊浦rl］学(現豊浦高校〉ができたのは大晋である。

』燗ん「は・臆8k・1・を歩いて・ ・ll夕通・た1、鰍［・回忌くと、1・1・j酬邸1. たv e！｛tl！J・

ひどくて、雨傘は使えない。

朝田こ輝醐けゆく'臆夕映の眺めは. どうだと云っても一橡にない。

 潮の干満は自然のものさ. 、

 つらさが九分という顔で、楽しさ一分の表情『』『らないt

 こび)道は、通学のミチだと思われる1

 然し5川開の朝夕は、木人の憲識にトらなかったが、握であ∵たtt

縄蜘は蹄より・一…11i. 1'・綾網・の縮こ」蜥1鏑る。海峡にlki-4・る 庸、隣がZく購

が無かった、と思われる、

獄八1即発と圭「隙ぐで・欄1ゆ衡舶・り棚している認し蜘、賦群蹴た1・). 

と宣伝する。

現代科掌は:、1朝流を乗り切った、

潮流利川こよる鵜iよ・試験管'峨功である. 実川となると今一脚感がある. 
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